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●
論
文
●

時

代

を
映

す

大

学

祭

～
名
古
屋
大
学

「名
大
祭
」
の
変
遷
～

山

口

拓

史

(名
古
屋
大
学
大
学
文
書
資
料
室
助
手
)

一

は
じ
め
に

名
古
屋
大
学
で
は
、
今
年
も
例
年
ど
お
り
六
月
初
旬
に
東
山
キ
ャ

ン
パ
ス

(名
古
屋
市
千
種
区
)
を
メ
イ
ン
会
場
と
し
て
名
大
祭
が
開

催
さ
れ
た
。
第
四
六
回
と
な
る
今
年
の
名
大
祭
テ
ー
マ
は

「道
草
」

で
、
開
催
期
間
は
六
月
二
日
か
ら
五
日
ま
で
の
四
日
間
で
あ

っ
た
。

こ
こ
数
年
の
名
大
祭
参
加
者
は
約
四
万
人
規
模
で
あ
り
、
名
大
祭
が

地
域
住
民
と
の
交
流
の
場
と
し
て
広
く
定
着
し
て
い
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
。

本
稿

で
は
、
大
学
祭
の

一
事
例
と
し
て
名
古
屋
大
学
の
名
大
祭
を

取
り
上
げ
、
そ
の
誕
生
経
緯
や
約
半
世
紀
に
お
よ
ぶ
変
遷
を
概
観
す

る
こ
と

に
し
た
い
。
本
稿
を
通
じ
て
、
大
学
祭
と

い
う
視
点
か
ら
の

学
生
文
化
史
の

一
端
を
読
み
取

っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

な
お
本
稿
は
、
拙
著

『名
大
祭
-
四
0
年
の
あ
ゆ
み
―
』

(名
大

史
ブ

ッ
ク
レ
ッ
ト
7
、
名
古
屋
大
学
大
学
史
資
料
室
刊
、
二
0
0
三

年
)
を
も
と
に
、
同
書
刊
行
以
降
の
動
向
を
踏
ま
え
て
加
筆
修
正
を

行

っ
た
も
の
で
あ
る
。

二

名
大
祭
誕
生
の
背
景

第

一
回
名
大
祭
は
、
昭
和
三
五

(
一
九
六
0
)
年
六
月
に
開
催
さ

れ
た
。
当
時
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
冊
子

(以
下
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
い
う
)

に
は

「名
古
屋
大
学
主
催

・
名
大
祭
実
行
委
員
会
主
管
」
と
明
示
さ

れ
て
お
り
、
当
初
か
ら
名
大
祭
管
理
運
営
の
実
質
が
学
生

(名
大
祭

実
行
委
員
会
)
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
同
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
に
は
、
名
大
祭
実
行
委
員
長
に
よ
る
次
の
よ
う
な
巻
頭
言
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
。

名
大
は
俗
に

「
タ
コ
の
足
大
学
」
と
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

全
学
が
ま
と
ま

っ
て

一
つ
の
こ
と
を
す
る
の
は
と
て
も
む

つ
か
し

い
こ
と
で
す
。
毎
年
、
何
か
あ
る
ご
と
に
、
そ
の
地
理
的
な
不
便

と
全
学
的
組
織
の
な
い
悲
哀
を
つ
く
づ
く
感
じ
ま
す
。
し
か
し
、

今
年
こ
そ
、
そ
れ
を

つ
き
破

っ
て
、
名
古
屋
大
学
史
上
初
の
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
を
…
…
催
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
文
章
か
ら
は
、
名
大
祭
を
全
学
的
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
し
て

開
催
す
る
こ
と

へ
の
強

い
期
待
と
喜
び
を
感

じ
取
る
こ
と
が
で
き

る
。
当
時
、
名
古
屋
大
学
で
は
工
学
部
を
は
じ
め
と
し
て
経
済
学
部

や
法
学
部
の
東
山
地
区
移
転
が
実
現
し
、
昭
和

三
五
年
春
に
は
東
山

地
区
の
シ
ン
ボ
ル
た
る
豊
田
講
堂
が
完
成
す
る
な
ど
東
山
キ
ャ
ン
パ

ス
の
整
備

・
拡
充
が
着
々
と
進
め
ら
れ
た
時
期

で
あ
っ
た
。
し
た
が

っ
て
、
東
山
キ
ャ
ン
パ
ス
集
結
と
い
う
地
理
的
環
境
が
整
う
中
で
、

従
来
は
各
部
局
が
そ
れ
ぞ
れ
に
開
催
し
て
い
た
文
化
祭
や
体
育
祭
を

全
学
統

一
的
な
形
で
開
催
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

っ
て
き
た
と

い
う

こ
と
が
、
名
大
祭
誕
生
の
前
提
条
件
の

一
つ
と
し
て
存
在
し
た
と

い

う
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
単
な
る
地
理
的
環
境
の
改
善
と
い
う
要
因
の
み
で
名
大

祭
の
誕
生
を
説
明
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
こ
で
は
、
名
大
祭
誕

生
の
時
代
背
景
と
し
て
、

い
わ
ゆ
る

「六
0
年
安
保
条
約
改
定
」
問

題
と
伊
勢
湾
台
風
災
害
の
二
つ
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

前
者
に
つ
い
て
は
、
当
時
全
国
的
な
規
模
で
安
保
条
約
改
定
阻
止

運
動
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
名
古
屋
大
学
で
も
教
養
部
学
生
自
治
会
が

中
心
と
な
っ
た
学
生
運
動
が
展
開
さ
れ
、
多
く
の
教
職
員

・
学
生
も

そ
う
し
た
運
動
に
積
極
的
に
参
加
す
る
と
い
う

状
況
が
あ

っ
た
。
ま

第46回名大祭 ・豊田講堂の様子
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た
後
者

に
つ
い
て
は
、
「昭
和

の
三
大
台
風
」
に
数
え
ら
れ
る
伊
勢

湾
台
風
に
よ
っ
て
、
愛
知

・
岐
阜

・
三
重
の
東
海
三
県
に
甚
大
な
被

害
が
出
て
名
古
屋
大
学
も
校
舎
損
壊
や
教
職
員

・
学
生
の
被
災
で
半

月
以
上
も
授
業
や
試
験
が
中
断
さ
れ
、
教
養
部
文
化
祭
も
中
止
さ
れ

る
と
い
う
事
態
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
中
、
被
災
直
後
か
ら
救
済
活

動
を
開
始
し
て
い
た
教
養
部
学
生
自
治
会
で
は
教
養
部
学
生
災
害
対

策
本
部
を
設
け
て
延
べ
三
0
0
0
名
の
学
生
参
加
を
得
て
積
極
的
な

救
援
活
動
を
展
開
し
た
の
で
あ
っ
た
。

名
大
祭
の
誕
生
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
集
結
と
い
う
地
理
的
条
件
に
加

え
て
、
こ
う
し
た
二
つ
の
時
代
背
景

(安
保
条
約
改
定
を
め
ぐ
る
全

国
的
な
社
会
状
況
と
伊
勢
湾
台
風
災
害
と
そ
の
救
援
活
動
と
い
う
東

海
地
方
固
有
の
社
会
状
況
)
を
契
機
に
高
揚
し
た
学
生
運
動

の
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
全
学
的
に
結
集
さ
れ
た
こ
と
で
実
現
し
た
と
い
う
側
面
を

有
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

三

名
大
祭
の
変
遷

昭
和

三
五

(
一
九
六
0
)
年
に
誕
生
し
た
名
大
祭
で
は
、
開
催
年

ご
と
に
テ
ー
マ
が
設
定
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
以
下
、
名
大

祭
テ
ー

マ

(表
参
照
)
に
着
目
し
て
、
そ
の
変
遷
を
追
う
こ
と
に
し

た
い
。

(
一
)

一
九
六
0
年
代

こ
の
時
期
の
テ
ー
マ
は
、
学
生
運
動
と
の
深

い
結
び
つ
き
を
基
本

に
、
国
内
外
の
情
勢
も
視
野
に
入
れ
た
様
々
な
政
治
的

・
社
会
的
問

題
に
敏
感
に
反
応
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

当
時
、
名
大
祭
は
、
学
生
の
様
々
な
要
求
実
現
の
場
で
あ
る
と
と

も
に
、
学
外

一
般
市
民
と
の
交
流
あ
る
い
は
連
帯
の
場
と
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
た
。
第

一
二
回
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
に
寄
せ
ら
れ
た
、
「名
大

祭
は
読
ん
で
字
が
示
す
よ
う
に
、
『お
ま

つ
り
』
で
あ
り
ま
す
。
人

間
は
緊
張

の
連
続
で
生
き
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
楽
し
み

も
織
り
こ
ん
だ
も
の
で
あ

っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」
と
の
学
長
メ

ッ
セ
ー
ジ
は
、
こ
の
時
期
の
名
大
祭
が

一
種

の
緊
張
感
を
有
す
る
場

で
あ

っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

(二
)

一
九
七
0
年
代

こ
の
時
期
は
、

一
九
六
0
年
代
と
比
較
し
て
、
短
い
メ
イ
ン
テ
ー

マ
と
長
い
サ
ブ
テ
ー

マ
と
い
う
形
で
、
「青
春
」

や

「歌
」
が
キ
ー

ワ
ー
ド
に
な

っ
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。
当
時
は
、
全
国
的
な
傾

向
と
し
て

「大
学
紛
争
」
が
沈
静
化
し
た
時
期

で
あ
り
、
そ
の
点
は

名
古
屋
大
学
も
同
様
で
あ

っ
た
。

こ
の
時
期
に
お
け
る
名
大
祭

の
テ
ー
マ
表
現
は
、
明
ら
か
に
そ
れ

以
前
の
も
の
と
異
な

っ
た
も

の
と
な

っ
て
い
る
。

一
九
六
0
年
代
の

い
わ
ゆ
る
高
度
経
済
成
長
期

の
下
で
受
験
競
争
社
会
を
く
ぐ
り
抜

表 名大祭テーマ一覧(1～18回)
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け
、
「大
学
紛
争
」
を
経
験
し
て
き
た
当
時
の
学
生
の
真
情
が
こ
の

時
期
の
テ
ー
マ
に
込
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
各
回
の
テ
ー
マ
ア
ピ

ー
ル
に
示
さ
れ
た
次
の
よ
う
な
文
言
か
ら
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

人
間
ら
し
く
生
き
た
い
―

僕

た
ち
は
い
つ
も
そ
う
思
う
。
人

間
ら
し
く
生
き
る
―

こ
ん
な
あ
た
り
ま
え
に
み
え
る
こ
と
が
決

し
て
容
易
で
は
な

い
、
僕
た
ち
の
時
代
。
(第

一
四
回
)

ど
う
見
て
も
将
来

へ
の
展
望
が
わ
い
て
こ
な
い
社
会
の
現
状
。

不
公
平
と
不
正
が
横
行
し
、
強

い
者
は
あ
く
ま
で
強
く
、
弱
い
者

が
徹
底
的
に
い
じ
め
ぬ
か
れ
る
今
の
世
の
中
、
真
理
の
存
在
す
ら

が
疑
わ
し
く
な
る
日
常
の
生
活
で
、
…
…
僕
た
ち
は
今
確
か
な
も

の
を
掴
み
た
い
…
…

(第

一
九
回
)

(三
)

一
九
八
0
年
代

こ
の
時
期
は
、
サ
ブ
テ
ー
マ
の
消
失
を
含
め
た
テ
ー
マ
の
簡
素
化

に
特
徴

が
あ
る
。
ま
た
そ
れ
に
関
連
し
て
、

一
九
七
0
年
代
以
前
の

名
大
祭

で
は
テ
ー
マ
企
画

(年
ご
と
の
テ
ー
マ
に
直
接
関
連
す
る
名

大
祭
の
中
心
的
企
画
)
が
縮
小
さ
れ
る

一
方
で

「オ
ム
ニ
バ
ス
企
画
」

と
呼
ば

れ
る
企
画
が
増
加
し
て
い
る
。

こ
の
時
期
の
名
大
祭
が
、
次
第
に
抽
象
化
さ
れ
る
テ
ー
マ
の
下
で
、

よ
い
意
味
で
統
制
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
単
に
オ
ム
ニ
バ
ス
的
な
傾
向

を
強
め

て
い
た
こ
と
は
当
時
の
名
大
祭
実
行
委
員
会
が
認
め
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
当
時
の
学
長
が
懸
念
す
る
と
こ
ろ
で
も
あ

っ
た
。
こ
の

時
期
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
掲
載
さ
れ
た
次
の
文
章
は
、
そ
れ
を
物
語

っ
て
い
る
。

青
年
向
け
の
情
報
誌
や
娯
楽
雑
誌
な
ど
に
見
ら
れ
る
、
祭
り
と

し
て
の
要
素
の
み
が
強
調
さ
れ
て
き
た
大
学
祭
像
に
よ

っ
て
、
と

も
す
れ
ば
見
失
わ
れ
が
ち
な
大
学
祭
の
役
割
を
、
私
た
ち
は
、
今
、

も
う

一
度
思
い
起
こ
し
て
み
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

(第
二
四

回
、
実
行
委
員
長
あ
い
さ
つ
)

諸
君
、
今
年
の
名
大
祭
の
テ
ー
マ
を
え
ら
ん
で

"脱
"
と

い
う
。

そ
れ
が
た
ん
な
る
逃
避
に
非
ず
、
消
極
的
な
過
去
の
便
宜
的
清
算

に
非
ず
、
む
し
ろ
飛
躍
し
て
視
野
を
広
め
、
名
実
と
も
に
充
実
し
、

自
己
を
呪
縛
か
ら
解
放
し
、
以
て
大
い
に
は
ば
た
く
契
機
た
ら
し

め
よ
う
と
す
る
た
め
に
は
、
こ
こ
に
い
か
な

る
祭
典
を
持
つ
べ
き

か
。
テ
ー
マ
が
い
た
ず
ら
に
名
大
祭
の
実
態
か
ら
遊
離
し
、
た
ん

な
る
飾
り
と
し
て
終
わ
ら
な
い
た
め
に
も
、
私
は
あ
え
て
名
大
祭

の
実
態
を
諸
君
に
問
い
た
い
。
(第
二
八
回
、
学
長
あ
い
さ
つ
)

(四
)

一
九
九
0
年
代
以
降

こ
の
時
期
に
は

「
お
祭
り
企
画
」
と
呼
ば
れ
る
企
画
が
登
場
し
、

そ
の
企
画
数
の
増
加
傾
向
は
現
在
に
お
い
て
も
認
め
ら
れ
る
。
「お

祭
り
企
画
」
登
場
は
、

一
九
八
0
年
代
後
半
ご
ろ
か
ら
顕
著
に
な

っ

て
き
た

"名
大
生
の
名
大
祭
離
れ
"
を
背
景
と
し
て
、
そ
れ
に
歯
止

め
を
か
け
る
た
め
に

"学
生
層
を
引
き
戻
す
、
魅
力
あ
る
名
大
祭
づ

表 名大祭テ ーマー覧(19～46回)

(各年 『名大祭パ ンフ レッ ト』 より作成)
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く
り
"
が
模
索
さ
れ
た
結
果
で
あ

っ
た
。
「お
祭
り
企
画
」

の
登
場

に
は
、
当
時
の
名
大
祭
実
行
委
員
会
が
有
し
て
い
た

一
種
の
危
機
意

識
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
方

こ
の
時
期
の
名
大
祭
で
は
、
次
に
示
す
テ
ー
マ
ア
ピ
ー
ル
か

ら
も
読

み
取
れ
る
よ
う
に
、
単
な
る
名
大
祭
と
い
う
枠
を
超
え
て
大

学
の
あ
り
方
を
模
索
し
よ
う
と
す
る
試
み
も
み
ら
れ
た
。

前

回

〔「く
さ
っ
た
学
生
。
く
さ
っ
た
教
授
。」
と
い
う
テ
ー
マ

で
ー

引
用
者
補
注
〕
大
学
に
お
け
る
学
生
教
授
双
方
の
無
気
力

さ
に
対
し
て

一
つ
の
警
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
…
…
改

善
に
向
け
て
の
行
動
を
起
こ
し
た
学
生
は
教
授
は
い
っ
た
い
い
か

ば
か
り
い
た
で
し
ょ
う
。
問
題
意
識
を
失

っ
た
大
学
は
も
は
や

「崖

っ
ぷ
ち
」
状
態
に
あ
る
と

い
え
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
あ
と

一
歩

の

「崖

っ
ぷ
ち
」
状
態
で
踏
み
留
ま
り
、
こ
の
状
態
を
脱
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
(第
三
九
回
)

四

名
大
祭
の
運
営
方
法

以
上
、
約
半
世
紀
に
お
よ
ぶ
名
大
祭
の
変
遷
を
そ
の
テ
ー
マ
に
着

目
し
な
が
ら
概
観
を
行

っ
た
。
以
下
で
は
、
そ
う
し
た
名
大
祭
の
運

営
方
法
等
に
つ
い
て
紙
幅
の
許
す
範
囲
で
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

名
古
屋
大
学
で
は
、
名
大
祭
運
営
の
全
般
的
な
取
り
決
め
と
し
て

「名
大
祭
規
約
」
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
名
大
祭
規
約
は
、
前
文

と
全
五
章

(全
三
五
条
)
か
ら
な
る
も
の
で
あ

る
。
そ
の
前
文
で
は
、

「名
大
祭
は
、
我
々
の
名
古
屋
大
学
を
中
心
と
す

る
学
術
活
動
、
課
外

活
動
を
保
障
す
る
学
生
自
治
に
対
す
る
真
摯
な
要
求
の
成
果
の
下
に

成
立
し
、
名
大
祭
の
理
念
は
、
名
古
屋
大
学
学
生
の
主
体
的
参
加
の
下

に
常
時
確
認
の
努
力
が
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
謳
わ
れ
て
い
る
。

名
大
祭
に
お
け
る
最
高
意
志
決
定
機
関
は
名
大
祭
運
営
会
議
で
あ

り
、
同
会
議
は
各
団
体
か
ら
の
議
員
で
構
成
さ
れ
る
。
こ
こ
で
の
各
団

体
と
は
名
大
祭
に
関
係
す
る
学
生
諸
団
体
の
こ
と
を
い
い
、
名
大
祭

本
部
実
行
委
員
会
、
名
大
祭

一
・
二
年
生
実
行
委
員
会
、
医
学
部
鶴
舞

祭
実
行
委
員
会
、
全
学
学
生
自
治
連
合
会
、
生
協
学
生
委
員
会
、
体
育

会
、
文
化
サ
ー
ク
ル
連
盟
の
そ
れ
ぞ
れ
を
指
す
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
名
大
祭
本
部
実
行
委
員
会
は
、
名
大
祭
に
お
け
る
中
央

執
行
機
関
と
し
て
組
織
さ
れ
、
名
大
祭
に
関
す
る
全
学
的
事
務
、
情

報
宣
伝
お
よ
び
企
画
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
名
大
祭
本
部
実
行
委
員
会
は
、
「名
大
祭
に
お
け
る
本
学

学
生
に
対
す
る
責
任
と
、
大
学
当
局

へ
の
交
渉
団
体
で
あ
る
立
場
か

ら
、
名
大
祭
の
円
滑
な
運
営

の
た
め
に
」
、
名
大
祭
参
加
規
約
を
定

め
て
い
る
。
さ
ら
に
同
実
行
委
員
会
は
、
「名
大
祭
の
運
営
に
お
け

る
名
古
屋
大
学
学
生
の
主
体
的
参
加
の
確
保
と
、
名
大
祭
の
新
た
な

る
発
展
を
希
求
」
し
て
名
大
祭
模
擬
店
出
店
規
約
を
定
め
る
と
と
も

に
、
「
企
業
参
入
及
び
企
業
か
ら
の
過
度
の
援
助
を
受
け
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
学
生
自
治

の
祭
典
で
あ
る
名
大
祭
が
破
壊
さ
れ
ぬ
よ
う
」

に
名
大
祭
企
業
参
入
規
約
を
定
め
て
い
る
。

以
上

の
よ
う
な
名
大
祭
本
部
実
行
委
員
会
を
中
心
と
す
る
各
種
の

運
営
体
制
は
、
約
五
0
年
に
お
よ
ぶ
名
大
祭
運
営
を
通
じ
て
蓄
積
さ

れ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
「学
生
自
治
の
象
徴
」
と
さ
れ
る
名
大
祭

の
伝
統
を
支
え
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

五

お
わ
り
に

名
古
屋
大
学
で
は
、
こ
の
約
半
世
紀
の
間
、

一
度
も
途
切
れ
る
こ

と
な
く
名
大
祭
が
開
催
さ
れ
て
き
た
。
今
年
が
第
四
六
回
と
な

っ
た

名
大
祭
は
、
同
じ
名
称
で
あ
り
な
が
ら
決
し
て
同

一
内
容
の
も
の
は

存
在
し
な
い
。
こ
れ
は
恐
ら
く
名
大
祭
と

い
う
場
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

時
代
の
学
生
に
と

っ
て

一
つ
の
自
己
表
現
の
場
と
し
て
機
能
し
て
い

る
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

本
稿
で
紹
介
し
た
名
大
祭
テ
ー
マ
の
変
遷
は
、
時
代
と
と
も
に
移

り
変
わ
る
名
大
祭
像
を
投
影
す
る
も
の
で
あ
る
。
当
然
の
こ
と
な
が

ら
、
各
時
代
の
名
大
祭
像
に
つ
い
て
優
劣
を
論
じ
る
べ
き
も
の
で
は

な
く
、
そ
の
時
代
に
応
じ
た
名
大
祭
像
が
主
催
者
た
る
学
生
に
よ

っ

て
構
築
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
と
い
え
る
。
そ
の
際
、
名
大

祭
を
通
じ
て
大
学
が
地
域
社
会
に
公
開
さ
れ
、
相
互
交
流
が
深
ま
る

好
機
と
な
る
可
能
性
が
高
ま

っ
て
い
る
現
在
に
お
い
て
は
、
名
古
屋

大
学
固
有
の
学
風
や
学
生
文
化
に
根
ざ
し
た
名
大
祭
の
あ
り
方
が
強

く
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
な

い
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ

と
は
名
古
屋
大
学
の
み
に
限
ら
れ
た
こ
と
で
は
な
く
、
お
そ
ら
く
他

の
多
く
の
大
学
祭
に
も
該
当
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
ら
れ
る
。

地域参加 によるフ リーマーケ ッ ト


